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研究成果の概要（和文）：　本研究は、江戸時代に歌舞伎興行の劇評として出版された役者評判記のうち、既に翻字出
版された万治～明和期（1658-1772年）までの『歌舞伎評判記集成』第一期・第二期に引き続き、第三期として、安永
～享和期（1773-1804年）の翻字本文を出版し、公開するための共同研究である。最終年度には本文データをほぼ完成
し、出版に向けた準備を開始している。と同時に、そのデータを、総合情報書庫として閲覧、検索できるシステムを開
発しつつあり、役者評判記総合情報書庫として国内外に公開できるよう、精度を上げている。

研究成果の概要（英文）：First two parts of transcriptions of Yakusha Hyobanki from 1658 to 1772 have been 
published as “Kabuki Hyobanki Shusei”. We projected publishing transcription of the third part of 
Yakusha Hyobanki from 1773 to 1804, and have almost completed the transcription and started preparation 
to publish. Also, we have developed the system of comprehensive digital archives of Yakusha Hyobanki in 
order to open them to the public and are improving the accuracy of data.

研究分野： 日本近世芸能研究
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１．研究開始当初の背景 
 役者評判記研究会では、江戸時代に歌舞伎
興行の劇評として出版された役者評判記の
うち、既に翻字出版された万治～明和期
（1658-1772）までの『歌舞伎評判記集成』
第一期・第二期に引き続き、第三期として、
安永～享和期（1773-1804 年）の翻字本文を
出版公開するための共同研究を、1998 年より
行ってきた。その間、科学研究費基盤研究(C)
「役者評判記本文の総合的利用による歌舞
伎の基礎研究」（1999-2002 350 万円）、科学
研究費基盤研究(C)「第三期役者評判記の総
合情報書庫構築研究」（2005-2008 334 万円）
を受けて、研究を進めている。2010 年には、
第三期役者評判記のデジタルデータによる
基礎的本文が出揃い、その完成と情報書庫シ
ステムの開発が必要となったため、本研究科
学研究費補助金を申請した。 
 
２．研究の目的 
 安永～享和期（1773-1804 年）の役者評判
記について、 
 
(1)現代の研究水準・技術に応じた資料翻字
方法により、『歌舞伎評判記集成』第三期と
して出版公開すること 
 
(2)索引に当たるデジタル総合情報書庫を研
究開発し、完成公開すること 
 
を目的とする。 
 併せて、第一期・第二期役者評判記のデジ
タル総合情報書庫への統合も目指す。 
 
３．研究の方法 
(1)＜基礎研究＞本文翻字とデジタル本文の
作成 

   研究代表者水田が所属する園田学園女子
大学近松研究所を拠点とする。役者評判記研
究会会員（研究代表者・研究分担者・連携研
究者・研究協力者）が、パーソナルコンピュ
ータによって、底本所蔵機関での原本閲覧を
経た校訂本文を完成し、解題素案を執筆する。
役者評判記研究会事務局（研究代表者・研究
分担者）が校訂本文と解題の統一を行い、連
携研究者が役者評判記に現れる画像（役者
紋・挿絵他）のデジタル化を進める。統一さ
れた本文には、漢字処理・文字処理の後に、
組版のためのレイアウト指示を加え、完成原
稿とする。 
 
(2)＜IT 活用研究＞役者評判記総合情報書庫
研究支援システムの開発・実験・運用・索引
作成 
 デジタル環境やサーバ管理の人材等につ
いて最適の環境を持ち、研究分担者赤間が所
属する立命館大学アート・リサーチセンター
を拠点とする。役者評判記のデジタル画像と
デジタル本文を組み合わせた基本システム
を開発・実験する。具体的には、デジタル本

文と自動語彙索引システムを組み合わせた、
索引作成用一括処理プログラムを作成し、索
引用タグ付け作業を進める。また、デジタル
本文、画像との連携システムを試行し、役者
評判記総合情報書庫構築のための研究支援
システムに作り上げる。システムの運用によ
り、第三期『歌舞伎評判記集成』の索引を作
成すると共に、第一期・第二期の統合を行う。 
 
４．研究成果 
(1)共同研究による、『歌舞伎評判記集成』第
三期デジタル本文作成・解題作成のための凡
例の標準化 

   初めての試みである、役者評判記デジタル
本文作成のために改訂を重ね、第四期以降の
翻字作成にも役立つ詳細な凡例他を策定し、
完成させた。 
  ・校訂本文作成凡例 
  ・位付一覧表 
  ・外字一覧表 
  ・広告一覧 
  ・役者紋・挿絵他画像蓄積の標準化 

・解題凡例 
  ・解題書式フォーマット 
  ・組版作業凡例 
 
(2)『歌舞伎評判記集成』第三期における漢
字処理・文字処理の標準化 

   第一期・第二期の特徴であった厳密な漢字
処理・文字処理を継承しながら、デジタル本
文作成という翻字方法や、時代の変化に沿っ
た第三期独自の判断も加えて、新たな漢字処
理・文字処理方針を策定した。これも、第四
期以降に引き継げるものと自負している。 
  ・異体字処理原則 
  ・異体字処理付表 
 
(3)役者評判記総合情報書庫全文閲覧・索引
（人名・外題・専門語彙）構築システムの開
発・運用 

   システムの開発・実験を経て、運用に至っ
ている。索引用タグ付けも継続して実施し、
全文検索システムを複合させた、効率的検索
システムに成長しつつある。この作業は、『歌
舞伎評判記集成』第三期出版と同時に確定す
るデジタル本文を使った総合検索システム
として完成できる。 
 
(4)『歌舞伎評判記集成』第二期デジタル本
文の完成と(3)システムへの搭載 

    第三期デジタル本文確定のために最も参
考となる第二期本文のデジタル化を達成し、
(3)システムへ搭載した。これにより、第三
期の索引はより効率的に正確に構築するこ
とができる。 
 
(5)『歌舞伎評判記集成』第三期と(3)システ
ム連携のためのセキュリティシステムの構
築  
 冊子体の出版物である『歌舞伎評判記集



成』の有用性を保持するため、(3)システム
の運用方法について、＜索引情報の一般公開、
翻字本文の一部表示＞方式のセキュリティ
システムを構築した。 
 
(6)役者評判記の全国的調査による原本画像
と書誌情報の集成 
 継続的に行ってきた役者評判記所蔵調査
により、主な所蔵機関の書誌調査を終え、新
出資料を含む原本画像の蓄積を可能な限り
進めることができた。これは、正確な校訂本
文の作成には欠かせない基礎作業であり、第
四期以降の翻字作成にも必須のものである。 
 
 (1)～(6)の成果に基づき、安永～享和期
（1773-1804 年）の役者評判記デジタル本文
をほぼ完成し、出版に向けた準備を開始して
いる。 
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